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252，222人

87，362世帯

(平成 6年 1月 1日現在)
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世帯

-
中
原
琳
ゆ
白
記
晴

平
塚
市
中
原
に
は
、
か
つ
て

中
原
御
殿
が
あ
り
ま
し
た
。

こ

れ
は
徳
川
家
康
が
鷹
A

た
か
)

狩
り
の
際
な
ど
に
宿
泊
し
元一
御

殿
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
跡
地
に
中
原
の
住
民
が

家
康
の
徳
を
慕
い
、
記
念
す
る

た
め
に
東
照
宮
を
建
設
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
御
殿
で
す
。
中
原

御
宮
記
は
そ
れ
を
後
世
に
伝
え

(そ
う
ち
ゅ
う
る
お
ん
き
り
や

く
)
の
挿
絵
画
家
で
知
ら
れ
る

長
谷
川
雪
堤
(
せ
っ
て
い
)
で
、

彼
の
代
表
作
品
と
し
て
も
貴
重

な
作
品
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
造

営
に
携
わ
っ
た
中
原
の
人
々
の

氏
名
が
判
明
す
る
な
ど
、
中
原

御
殿
を
研
究
す
る
う
え
で
も
貴

重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

る
た
め
、
天
保
十
四
年
(
一
八

四
三
年
)
に
、
そ
の
由
来
を
記
し

て
、
絵
を
添
え
た
も
の
で
す
d

。

巻
頭
に
は
挿
絵
が
お
か
れ
、

堀
を
巡
ら
し
た
御
殿
跡
を
中
央

に
、
下
に
中
原
街
道
、
上
部
に

箱
根
山
、
は
る
か
遠
方
に
富
士

山
が
描
か
れ
て
お
り
、
当
時
の

様
子
が
よ
く
し
の
ば
れ
ま
す
。

絵
師
は
、
「
相
中
留
恩
記
略
」
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( 2巻)です。 今回の指定で、 平塚市の重

県指定が 6件、市指定が 22件要文化財は国指定が 3件、

山寺縁起絵巻」1月 20日平塚市博物館所蔵の平塚市教育委員会では、

となり、合わせて 31件になりました。市民のみなさん、「中原御

犬
山
寺
縁
起
絵
巻
2巻

文化財を大切にして後世に伝えてい きましょう。

大
山
寺
縁
起
絵
巻
は
、
相
模
国
の
霊
山
と
し

て
奈
良
時
代
か
ら
信
何
を
集
め
て
き
た
大
山
寺

の
縁
起
を
描
い
た
も
の
で
、
当
本
は
そ
の
写
本

で
す
。挿

絵
は
、
室
町
末
期
に
最
も
流
行
し
た
、
い

わ
ゆ
る
御
伽
草
紙

(お
と
ぎ
ぞ
う
し
)
絵
あ
る

い
は
奈
良
絵
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
典
型
で
、
古

典
的
・
正
統
的
な
絵
巻
の
手
法
に
比
べ
、
組
放

な
索
人
絵
的
性
格
を
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
ま

だ
定
型
化
さ
れ
な
い
初
発
的
な
力
強
さ
が
感
じ

ぺ

ら
れ
ま
す
。

巻
末
に
享
禄
五
年
二
五
三
二
年
)
の
奥
義
に
イ

一

が
あ
り
、
現
存
す
る
大
山
寺
に
関
す
る
縁
起
絵

入
J

巻
の
う
ち
、
書
写
年
代
の
記
さ
れ
た
も
の
と
し
て
ヲ

は
、
こ
れ
が
最
古
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

a
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風
外
遊
戸
、
薬
墨
画・
墨
蹟
16申盲

「大(16中高)

風
外
慧
燕

(ふ
う
が
い
え
く

ん
)
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
禅

僧
で
す
。
相
模
国
小
田
原
近
郊

を
中
心
と
し
て
、
托
鉢
(
た
く

は
つ
)
生
活
を
送
り
な
が
ら
、

独
特
の
風
格
あ
る
略
筆
の
達
磨

(だ
る
ま
)
懐
や
布
袋

(ほ
て

い
)
像
・

替
な
ど
を
数
多
く
残

し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
迫
感
一は、

江
戸
中
後
期
の
禅
画
と
、

室
町

水
量
画
の
禅
機
図
を
つ
な
ぐ
近

世
禅
林
美
術
の
先
駆
貯
と
し
て

位
置
づ
廿
ら
れ
て
い
ま
す。

平
塚
市
博
物
館
が
所
蔵
す
る

哲
画
五
十
五
幅
は
、
質
量
と
も

他
に
類
を
み
な
い
貴
重
な
も
の

で
す
。
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惨惨与 ・
量生奈実需平 福祉奨励賞受賞の点訳奉仕団 1・
す、ラ地 三 塚 ボランティア団体として、読売新聞

五度草壁大主主催「第14回全 国福祉活動奨励臼」 を

在くイ 会 年 24受口した平塚点訳奉仕団を、福田英子
、活アにに帯

七動団密発仕さん (横内) に取材をお願いした。

事し体岩足団
業てとし 以は

• • • 
平塚点訳奉仕団のみなさん

ま
す
」

「生
活
の
サ
イ
ク

ル
の

一
部
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
自
分
の
子
供
に
も

良
い
影
響
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
し
ら
」
と

に
っ
こ
り
語
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。ま

た
、
事
故
や
病
気
等

で
中
途
失
明
さ
れ
た
方
の

家
庭
を
訪
問
し
、

手
紙
や

哲
類
の
代
読
等
も
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
点
字
地

図
も
手
作
業
で
作
ら
れ
ま

す
。
拡
大
図
告
は
昭
和
四

十
七
年
に
平
塚
で
生
ま
れ

た
弱
視
者
用
の
本
で
、

一

字

一
{子
手
書
き
で
大
き
く

古
き
、
図
表
や
絵
は
色
鉛

筆
で
ぬ
り
、
と
じ
て

一
冊

が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
作

っ
て
い
る
方
の
ぬ
く
も
り

が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な

す
て
き
な
本
で
し
た
。

最
後
に
委
員
長
の
池
田

泰
俊
さ
ん
は
、

「発
足
以

来
、
み
な
さ
ん
と

一
緒
に

活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、

一
人

一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
を
守
っ
て

活
動
し
て
い
る
の
で
現
在

が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

入
手
は
足
り
ま
せ
ん
。
過

去
に
講
習
を
受
け
ら
れ
た

方
は
も
う

一
度
、
活
動
に

戻
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
願

い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
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部
、
百
二
十
八
人
の
団
長

‘

が
お
り
、
作
業
を
分
担
し

一

て

行
っ
て
い
ま
す
。

一

週

一
回
の
福
祉
会
館
で

一
の
打
ち
合
わ
せ
や
講
習
の

一
ほ
か
は
、
ほ
と
ん
ど
家
庭
で

一
の
作
業
で
す
。
点
訳
図
書

一
が
作
れ
る
よ
う
に
な
る
に

一
は
、
早
い
人
で

一
年
、
遅

一
い
人
で
三
年
か
か
る
そ
う

一
で
す
。
そ
の
た
め
、
百
人

一
が
講
習
を
受
け
た
と
し
て

一
も
、
最
後
に
残
る
の
は

一

一
人
か
二
人
だ
け
に
な
っ
て

一

し
ま
う
そ
う
で
す
。

一

お

会
い
し
た
み
な
さ
ん

一
は
、

手
際
よ
く
作
業
に
励

一

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
お

一

話
で
は
、
「
小
さ
い
時
か

一

ら
自
の
見
え
な
い
方
の
役

一

に
立
ち
た
か
っ
た
の
で
、

・

今
の
活
動
に
満
足
し
て
い

1. 



(2) 平成6年 2月 15日広報ひらつか

今
年
の
四
月
に
小
学
校
に
入

学
す
る
新
一
年
生
は
、
市
内
で

約
二
千
七
百
人
と
な
っ
て
い

る。
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
い
る

ご
家
庭
で
は
、
四
月
か
ら
元
気
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子
供
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一
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え
て
お
こ

機
際
れ
湘

F
・

一
に
行
動
し
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が
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一
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J
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・
「
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ま
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身
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回
り
の
そ
う
さ
ま
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あ
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を
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こ
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マ
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先
、
時
間
な
ど
を
告
げ
る
習
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{事
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で去、
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L
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F

窓
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て
入
学
日
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四
月
五
日
・

火
昭
日
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を
迎
え
て
い
た
だ
き
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多
摩
川
の
兵
庫
島
河
川
公
園

を
視
察
す
る
市
政
モ
ニ
タ
ー

市
で
は
、
市
と
市
民
の
み
な

さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活

臨
し
て
い
た
だ
く
市
政
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
す
る
。

モ
ニ
タ
ー
の
活
動
は
、
市
政

に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
要
望
、

苦
情
な
ど
、
普
段
お
気
付
き
の

こ
と
や
市
民
か
ら
聞
い
た
こ
と

を
市
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
こ
と

と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ブ
ロ

ッ
ク
別
の
自
主
研
究
、
広
聴
パ

ト
ロ
ー
ル
、
市
民
の
つ
ど
い
な

ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
。
ど
な
た
で
も
で
き
る
活
動

な
の
で
、
お
気
軽
に
ご
応
募
を
。

マ
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
の
初
歳
以
上
の
方
(
国

・
地

方
公
共
団
体
の
職
員
、
公
職
選

挙
法
に
よ
る
公
職
に
あ
る
方
、

国

・
県
の
閉
じ
目
的
の
モ
ニ
タ

ー
を
し
て
い
る
方
は
除
く
)

マ
募
集
人
員
初
人
(
応
募
さ

れ
た
方
が
地
区
的
に
偏
る
と
き

は
調
整
す
る
)

マ
任
期

平
成
6
年
4
月
1
日

か
ら
2
年
間

マ
樹
礼
年
額
一
万
二
千
円

マ
応
募
期
限

2
月
お
自
(
月
)

応
募
さ
れ
る
方
は
、
申
込
書

(
地
区
公
民
館
、
市
民
相
談
室
、
広

報
広
聴
課
に
あ
る
)
を
広
報
広

聴
課
広
聴
担
当
(
内
線
三
五
五
)

へ。

-
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
食
べ
な

.
一
品
ず
つ
食
べ
て
し
ま
わ

ず、

主
食
、
副
食
を
代
わ
る
代

わ
る
食
べ
る

・
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
き
れ
い

に
食
べ
る

小
・
中
入
学
通

知
書
の
確
認
を

教
育
委
員
会
で
は
、
四
月
に

小
・

中
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
の
い
る
家
庭
に
、
入
学
通

知
郡
を
郵
送
し
て
あ
る
。
入
学

通
知
智
が
届
い
て
い
な
か
っ
た

り
、
通
知
哲
の
記
蛾
内
容
に
誤

り
が
あ
っ
た
り
し
た
と
き
は
、

学
務
課
学
事
係
(
内
線
五
三

一一
)
に
ご
連
絡
を
。

マ
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん

・
小
学
校
昭
和
白
年
4
月
2

備
品
を
お
貸
し
す
る

地
域
づ
く
り
課
で
は
、
自
治
一
マ
貸
し
出
す
期
間

5
日
以
内

会
や
子
供
会
な
ど
の
市
民
団
体
一
マ
抽
選
日

3
月
9
日
(
水
)

の
み
な
さ
ん
が
お
祭
り
な
ど
の

一
午
前
9
時
、
市
役
所
B
会
鵠
室

イ
ベ
ン
ト
を
聞
か
れ
る
と
き
、
一
-

会
場
の
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
り

二

楽
し
く
で
き
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト

=

用
備
品
を
お
貸
し
し
て
い
る
。
一

一

希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
三
月
四
一

一

日
(
金
)
ま
で
に
地
域
づ
く
り

ご

融
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
三
)一

一

に
お
申
し
込
み
を
。

一

一

な
お
、
今
回
の
利
用
期
間
は

一
一

四
月
か
ら
九
月
ま
で
。
利
用
日
一

一

が
重
な
っ
た
と
き
は
抽
選
と
な
一

る。

一

マ
対
象
自
治
会
、

町
内
会、

一

子
供
会
、
背
少
年
団
体
な
ど
、

地
域
で
精
勤
し
て
い
る
団
体

マ
貸
し
出
す
備
品
綿
菓
子

機

・
ポ
ッ
プ
コ
l
ン
機

・
か
き

氷
機
、
発
電
機
(
各
2
台
)
、

テ
ン
ト

・
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ

と
マ
イ
ク
(
各
1
台
)
、
紅
白

一

幕

(
5
張
り
)

一

中
央
図
曹
館
の
三
階
に
、
調

べ
ご
と
を
す
る
た
め
に
便
利
な

参
考
室
が
あ
る
。

こ
の
フ
ロ
ア
の
座
席
数
は
、

全
部
で
七
十
六
席
こ
般
席
六

十
二
席
、
地
域
資
料
専
用
席

八
席
、
社
会
人
専
用
席
六

席
)
。
い
ろ
い
ろ
な
年
鑑
、
図

君
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
統
計
H

日
1
臼
年
4
月
1
自
に
生
ま
れ

た
方

・
中
学
校
昭
和
回
年
4
μ
2

日
t
p
計
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ

た
方な

お
、
外
国
籍
で
市
内
の

小

・
中
学
校
に
入
学
を
希
望
さ

れ
る
方
は
お
申
し
出
を
。
ま

た
、
国
立
や
私
立
学
校
に
入
学

す
る
と
き
は
、
印
鑑
と
入
学
す

る
学
校
の
承
諾
告
を
持
参
し
、

届
け
出
て
い
た
だ
き
た
い
。

義
務
教
育
費
に

お
困
り
の
方
は

教
育
委
員
会
で
は
、
小

・
中

学
校
に
通
学
す
る
お
子
さ
ん
の

い
る
家
庭
で
、
義
務
教
育
費
の

支
払
い
に
お
困
り
(
市
民
税
非

課
税
世
帯
な
ど
)
の
と
き
は
、

そ
の
費
用
の

一
部
を
援
助
し
て

い
る
。

マ
対
象
と
な
る
経
費
学
用
品

質
・
通
学
用
品
質
、
遠
足

・
キ

ャ
ン
プ
・
修
学
旅
行
参
加
賀
、

給
食
費
な
ど

な
お
、
現
在
援
助
を
受
け
て

い
る
家
庭
で
あ
っ
て
も
、
四
月

司
か
ら
引
き
続
き
援
助
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
手
続
き
が
必
要
と

な
る
。
詳
し
く
は
、
学
務
課
学

唱
係

(内
線
五
三
ニ
)
に
お
尋

ね
を
。中

学
生
対
象
の

レ
ク
講
習
会
が

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
挫
成
講

習
会
が
聞
か
れ
る
。

こ
の
講
習
会
は
、
子
供
会
活

動
な
ど
地
域
で
背
少
年
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の

知
識
や
技
術
を
学
ん
で
も
ら
お

う
と
毎
年
聞
い
て
い
る
も
の
。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
講

習
会
終
了
後
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
る
な
ど
活
躍

さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

マ
期
間

3
月
1
ロ
月
、
全
8

同マ
対
象
中
学
生
別
人

マ
内
容
宿
泊
研
修

(
3
月
お

日
3
初
日
)
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

レ
ク
ゲ
1
ム
講
習
会
、
人
形
劇

講
習
会
ほ
か

マ
応
募
期
限

調
べ
も
の
は
参
考
室
ヘ

中央区3養鐙

の
ほ
か
、
地
域
資
料
コ
ー
ナ
ー

や
寄
贈
文
庫
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

あ
り
自
由
に
閲
覧
で
き
る
。

な
お
、
す
べ
て
の
図
曹
は
館

外
持
ち
出
し
は
で
き
な
い
が
、

必
要
な
資
料
に
つ
い
て
コ
ピ
ー

サ
ー
ビ
ス
(
有
料
)
を
し
て
い

る
。
ご
利
用
を
。

3
月
日
日
(
日
)

どんな資料があるのか、どんな本

で調べたらよいのかわからないとき

は、コンビューターで検索ができる。

マ
応
募
先
背
少
年
課
育
成
係

(
背
少
年
会
館
内

・
屯
話
詑
|

七
O
ニ
九
)

球
場
と
競
技
場

の
技
術
員
募
集

総
合
公
園
竹
明
嶋
市
務
所
で

は
、
平
塚
球
場
や
wr
域
競
技
場

で
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
手
伝
い

を
し
て
も
ら
う
技
術
品
を
必
架

す
る
。な

お
、
応
募
さ
れ
た
方
は
実

技
研
修
の
後
、
利
用
団
体
か
ら

の
依
頼
に
よ
り
活
蹴
し
て
い
た

だ
く
と
と
に
な
る
。
ご
応
拡
を
。

マ
職
種
、
人
員

①
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
操
作
員

5

人②
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
掲
示
員

(選

手
名
を
杓
く
)

5

人

マ
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
高
校
生
以
よ
の
方

マ
派
遣
料

1
時
間
六
百
円

マ
応
募
期
限

3
月
1
日
(
火
)

マ
応
募
先
総
合
公
園
管
理
事

務
所
(
沼
話
お
l
二
二
三
三
)

マ
主
な
資
料

・
地
域
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

平
塚
市
、
神
奈
川
県
、
県
内
各

市
町
村
の
行
政
資
料
、
郷
土
資

料
が
あ
る

・
新
聞
で
は
、
各
日
刊
紙
の
縮

制
版
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

(
明
治
幻
年
7
月
1
現
在
の
朝

日
新
聞
)
が
あ
る

・
全
国
の
電
話
帳
(
ハ
ロ
1
ペ

ー
ジ
、
タ
ウ
ン
ペ
1
ジ
)
と
県

内
の
明
細
地
図
が
あ
る

マ
主
な
寄
贈
文
印

・
鹿
島
孝
二
文
庫
ユ
ー
モ
ア

作
家
と
し
て
活
蹴
し
た
胤
島
氏

の
所
有
し
て
い
た
特
籍
。
洋
品
川
け

も
含
め
て
約
二
千
六
百
冊
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
中
央
図
品
川

館

(電
話
出

l
O
四
一
五
)

市
民
相
麟
室
(
市
役
所
)
お
l
一
一
一
一
・
内
線
二
九
三

O
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相
説

2
川
同
日

(火
)、
3
月
1
H

(火
)、
日
H
(火
)
は
時
3
同
時

ぐ
一
般
法
律
相
談
毎
週
水
附
日
日
時
1
日
時
、
予
約
制

¥¥登
記
供
託
測
量
相
談

3
月
日
日
(金
)
日
時
3
同
時

¥¥住
宅
相
談

2
月
日
川
(
火
)
、

3
月
日
円
(
火
)
日
時

1
6時

¥¥発
明
考
案
特
許
相
談

3
月
7
H

(月
)
川
時
3
日
時

¥斗
「
請
取
引
相
殺

2
川
げ
什

(木
)
日
時
泊
分
1
日
時

、V
{疋
例
年
金
相
談

3
月
刊
日

(木
)
川
時
日
目
時

。
消
費
生
活
相
談
毎
週
金
附
川
9
時
1
日
時

。
一般
市
民
相
談
毎
週
川

t
金
附
い
9
時
3
同
時

青
少
年
担
談
室

(市
民
セ
ン
タ
ー
)

M
l七
三
一
一

O
青
少
年
相
談
師
迎
川
1
金
附
川
り
時
ら
同
時

。
悩
み
ご
と
は
砂
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お
l
七
八
三
O

何
時
迎
川
1
4虫附
H
9
時
1
同
時
加
分

(土

附
け
は
日
時
1
M時
加
分
)

福
祉
会
館
お
l
ニ
三
三
三

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
談

3
月
刊
日
(木
)

3
tザ
ゆ
十
1
5芋
ハ引〉、

p

h
J
川

3

・n"
qu
dノ

y
a
HH
q
リリノ
y

!
司
@
市
川
吋

。
生
活
支
援
相
験
紙
迎
パ
1
A
W
附
H
H時
加
分

t
げ
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
似
判
細
川
1
令
附
川
村
山
吋
利
分
5
げ
時

。
結
婚
相
談

毎

週

円

附

円

川
時
5
日
時

(第

3
n臨
口

は
除
く
)

O
母
子
相
談

師
細
川
4
3
金
附
け
り
昨
日
同
時

〈)家
庭
児
童
相
談
何
迎
ハ
1
A品
川
9
叫
3
同
時

。
婦
人
相
談

1
川
川
口

(本
)
川
時
3
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
桜
川
町
細
川
3
分
。附
H
9
川
町
川
分
1
同
時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
普
小
学
校
北
側
)

お
ー
六
O
一二

一
時
迎
川
3
A
U…附
H
9
叫
3
げ
叫

(‘直
前
に

よ
る
相
談
は
旬
迎
川
1
土
附
H
9
時
1
η

時
)



広報ひらつか 第 521号平成6年 2月 15日

手工芸教室・ 4月~平成 7年 3月

・時間 午前は10時~12時、午後は 1 時30分~3 時30分

・受講料 22.000円(教材質別)

(3) 

骨

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
四
月

か
ら
開
開
削
す
る
ひ
ら
つ
か
カ
ル

チ
ャ
ー
教
室
の
受
講
生
を
募
集

す
る
。希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き

に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
(
リ

ト
ミ
ッ
ク
は
子
供
の
氏
名
と
生

年
月
日
)
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、

三
月
十
日

(
木
)
ま
で
に
、

一T
加
平
塚
市

見
附
町
日

1
1

市
民
セ
ン
タ

ー
(
電
話
ロ

l
ニ
二
三
五
)
へ
。

抽
選

。
開
講
期
間

①
3
③
は
4
月

か
ら
9
月
ま
で

①
日
本
人
の
宗
教

募
集
初
人

マ
日
程
第
2
、
第
4
土
曜
日

の
午
後
1
時
初
分
1
3時
初
分

教 室 名 開設 日 時間 募集

線工芸 第 1・第 3火I砲日 午前 15人

レザーアート IJ 午後 20入、

ヨーロッパししゅう 第 1・第 3水昭日 午前 10人

ステンドグラス 第 1・第 3木昭日 午前 10人

パンの花 第 1・第 3金昭日 午前 15人

木彫り IJ 午後 10人

押し花 第 2 ・第 4火I即日 午前 10，人

深雪アートフラワー IJ 午後 10人

日本人形 第 2 ・第 4水 I磁日 午前 20人

カントリーステンシル 第 2・第 4木Il{i!日 午前 10人

フラワーデザイン 第 2 ・第 4金i綴日 午前 10人

手 編み m2  ・第 4土ll?i1日 午前 15人

一
マ
講
師
宗
教
民
俗
学
者

弁
徳
太
郎
氏
ほ
か

マ
受
講
料
一
万
二
千
円

②
文
学
散
歩
・
美
し
い
日
本
文

の
旅

募
集
却
人

マ
日

程

第

2
、
第
4
土
昭
自

の
午
前
叩
時

3
日
時
初
分

マ
講
師
元
中
央
公
論
社
編
集

局
次
長
尾
島
政
雄
氏

マ
受
講
料
一
万
円

③
親
と
子
の
造
形
教
室

非
鈍

親
子
初
組
刊
人

マ
日
程

第
3
日
曜
日
の
午
前

四
時

i
u時

マ
鱗
師
陶
芸
教
育
家
岡
村

敬
子
さ
ん

マ
受
講
料
六
千
円

。
開
講
期
間

④
5
⑪
は
4
月

か
ら
平
成
7
年
3
月
ま
で

④
謡
曲
入
門

募
集
却
人

マ
日
程
第
1
、
第
3
水
曜
日 --

レターケースや盆をつくる木彫り教室

の
午
前
9
時
叩
分

1
日
時

マ
講
師
観
世
流
中
森
品
三
氏

マ
受
講
料
三
万
円

⑤
中
国
語
会
話

募
集
叩
人

マ

日

程

第
1
、
第
3
木
昭
日

の
午
後
1
時
却
分
1
3時
却
分

マ
講
師
元
東
海
大
学
研
究
生

江
鳴
氏

マ
受
講
料

二
万
四
千
円

⑨
凋
絵
入
門

募
集
ぬ
人

マ

日

程

第
2
、
第
4
木
昭
日

の
午
前
日
時
3
U時

マ
講
師

二
紀
会

川
口
智
美

さ
ん

マ
受
部
料
二
万
四
千
円

⑦
英
会
話
入
門
募
集
初
人

マ

日

程

第
1
、
第
3
水
曜
日

の
午
前
日
時
i
u時

マ
講
師
元
金
沢
工
業
大
学
講

師

三
木
紀
子
さ
ん

マ
受
講
料
二
万
四
千
円

⑧
日
本
舞
踊
入
門

募
集
却
人

マ

日

程

第
3
火
曜
日
の
午
後

6
時
1
8時

マ
講
師
日
本
舞
踊
協
会
久

保
田
八
重
子
さ
ん

マ
受
講
料
一
万
二
千
円

⑨
松
尾
芭
蕉
の
句
と
俳
文
と
手

紙

拡
集
犯
人

マ

日

程

第
1
、
第
3
水
曜
日

の
午
前
日
時

3
ロ
時

(
8
・
9

月
は
休
み
)

マ
脇
師
文
芸
評
論
家

章
氏

桜

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー

の 人
ス 気
υの
ラ 高
ン い
カ 世
料 界
恐 料
教 理
室 (
)昨

年 F

中
央
公
民
館
で
は
、
市
民
ア

カ
デ
ミ
ー
の
受
講
生
を
募
集
す

る。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き

に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢、

電
話
番
号
、
勤
務
先
を
記

入
し
、
二
月
二
十
七
日
(
日
)

ま
で
に
、
一
T
加
平
塚
市
追
分
1

-m
中
央
公
民
館
(
電
話
羽

|
一
一
一
一
一
)
へ
。

抽
選

{
世
界
の
料
理
}
募
集
叩
人

ギ
ョ
ウ
ザ
J

と
シ
ュ
ウ
マ
イ
な

.構
劃
一側
一蹴
魁
一引
い山川
川

H
H
J

一

ト
H
H2

H

凋
一判
明
品
川
鴨
川淀
川放
映

…

広
報
広
聴
限
で
は
、
広
報
ピ
る
。
ぜ
ひ
と
覧
い
た
だ
き
た
い
。

…

デ
オ
を
制
作
し、

二
月
十
九
日

門V
放
映
日

2
月
四
日
(
土
)

九

(
土
)
テ
レ
ビ
神
奈
川
で
放
映
午
前
日
時
品
分

t
u時

い

す
る
。

マ
番
組
名
こ
ん
に
ち
は
神
奈

♂

タ
イ
ト
ル
は

「平
塚

・
橋
も

川

(
T
V
K
)

{

の
が
た
り
」
で
、
普
段
何
気
な
な
お
、
放
映
し
た
ビ
デ
オ
は
、

叩

く
通
り
過
ぎ
て
い
る
橋
に
秘
め
中
央
図
魯
館
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

…

金
目
川
の
御
門
(
み
か
ど
)
構

ら
れ
た
様
々
な
話
を
紹
介
す
リ
l
で
貸
し
出
す
。
ご
利
用
を

o

J

マ
受
問
料

一
万
六
千
円

⑬
竹
芸
教
室

募
集
叩
人

一
マ
講
師
リ
ト
ミ
ッ
ク
幼
児
指

⑮
太
極
拳

募

集

却

人

マ

日

程

第

2
、
第
4
木
曜
日

一
導
者
関
益
子
さ
ん

マ
日
程
第
1
、
第
3
日
曜

日

の

午
後
1
時
泊
分
5

3
時
却
分
一
マ
受
講
料
四
万
八
千
円

の
午
後
1
時
却
分
1
3時
泊
分

マ
講
師
日
本
工
芸
会
藤
塚

一
⑮
奇
術

募
集
お
人

マ
購
師

、氷
和
市
中
図
式
武
術
松
昼
氏

一
マ

日

程

第
2
、
第
4
土
昭
日

顧
問
山
崎
武
氏

マ
受
講
料

二
万
四
千
円

一
の
午
後
1
時
叩
分

1
4時
却
分

マ
受
講
料
ニ
万
四
千
円

⑬

リ

ト

ミ

ッ

ク

募
集
犯
人

一
マ
講
師
平
塚
奇
術
ク
ラ
ブ

⑪

書

道

入

門

募

集

別

人

マ

日

程

毎

金

曜

日

の

午

後

l

一
宮
代
長
次
氏

マ
日

程

第

1
、
第
2
、
第
3

時
5
5時
の
う
ち
の

1
時
間

一
マ
受
稿
料

一
万
二
千
円

火
昭
自
の
午
前
9
時
加
分

3
午

(4

コ1
ス
制
)

一
⑮
日
本
画
村
野
県
別
人

後
0
時
却
分

Z
3
3
3繁

撃

3
33
修、
s

g

c

マ
講
師

普
草
会
守
長
草
心
市
民
文
芸
「
冬
の
部
」
の

入

に

光

れ

る

鳥

海

マ

サ

ヱ

(

中

マ

2
席

子
供
部
屋
ど
こ
に
も

氏

選

者

が

決

ま

っ

た

。
(
敬
称
略
)

星

)

未

来

地
図
あ
ふ
れ
官
木
柳
波

マ
受
鰐
料

三
万
六
千
円

{

俳

句

}

題
「
如
月
(
二
月
)
」、

マ
2
席
籾
殻
を
焼
廿
る
煙
と
(
横
須
賀
市
)

⑫
平
塚
地
誌
会

募
集
5
人

「笹川川
」
応
募
二
百
七
+
四
点
タ
簡
は
入
江
の
ご
と
き
わ
が
皐

マ
3
席
退
院
を
慈
愛
あ
ふ
れ

マ
日
程
第
3
火
曜
日
の
午

後

マ

1
席

逗

し

く
二
月
の
畑
に
つ
つ
む
安
池
菊
夫
(
岡
崎
)
る
自
が
並
び
園
部
芳
江
(
楽

1
時
却
分
1
3時
泊

分

張

り

つ

く

葉

栗

原

り

い

(

河

マ
3
席

お

の
づ
か
ら
歩
み
を
野
市
)

マ
講

師

元

茅

ヶ

崎

北

陵

高

校

内

)

止

め

て

附

く

も

の

の

す

す

き

の

・

4

席

松

田

孝

男

(

中

里)、

校
長
野
川
義
雄
氏

マ
2
席
笹
川
町
や
顔
の
く
ず
れ
中
の
冬
川
の
行
間
野
久
江

5
席
内
田
市
山
(
馬
入
本
町
)
、

マ
受
鵠
料

一
万

円

し

道

祖

神

須
藤
年
雄
(
宝
町
)
(
岡
崎
)

6
席
保
倉
容
子
(
御
殿
)
、

マ
3
席

句
な
く
て
並
ぶ
八
百

・
4
席
石
塚
美
智
子
(
城

7
席
内
田
き
え
子
(
馬
入
本

屋
の
二
月

か

な

石

黒

京

子

所

)

、

S
席
杉
山
信
雄
(
代

町
)、

8
席
平
之
内
美
津
子

(
土
屋
)

機
九

五

守

系

…

5
3…対

三

撃

機

(
紅
谷
町
)
、

9

.
4
席

江

原

千

山…………・

:

・

宗
一

-X
出
口

-z
d一一員

喜

一

四
一一一一一川

席

松

田

ヒ

サ

鶴
子
(
入
野
)
、

Z
L…十三

一一糸

工

長

率

…仰

ぎ

す

ぎ

議

…

(
中
里
)
、

叩
席

5
席
川
遊
草
人
(
豊
原
町
)
、
宮
町
)、

6
席
山
口
美
代
子
麻
生
川
水

(高
村
)

6
席
中
村
和
枝
(
小
鍋
島
)
、

(
明
石
町
)
、

7
席

相

原

敬

{
現
代
詩
}
応
募
日
点

7
府

坂

部

揺
子
(
四
之
宮
)
、
夫
(
日
浜
台
)
、

8
席

佐

藤

マ
1
席

「み
か
ん
」
笹
尾
雅

8
席
久
保
田
和
子
(
山
下
)
、
正
子
(
北
盟
国
)
、

9
席

斎

英

(

平

塚

)

9
席

湧

谷

佳

子
(
ふ
じ
み

藤
鏡
子
(
虹
ケ
浜
)
、
叩
席

マ

2
席
「
ス
イ
ー
ト
ホ
ー
ム
」

野
)
、

叩

席

中

島
恒
子
(
寺
佐
藤
忠
男
(
横
内
)

尾

上

其

知

子

(

東
八
幡
)

田
縄
)

{
川
柳
}
題

「あ
ふ
れ
る
」
応

マ

3
席

「射
る
」
管
川
裕
美

{
短
歌
}
組

「冬
の
雑
詠
」
応

募

百

四

十

一
点

(

真

土

)

募
制
点

マ
1
席

臨

動
の
あ
ふ
れ
る
若

・
佳
作
高
橋
武
(
伊
勢
原

マ
1
席

庖
頭
の
露
地
に
花
び

さ

波

に
乗
る
江
原
千
鶴
子

市
)
、
宮
代
恭
子
(
河
内
)
、

ら

散

る

ご

と

く

数

多

の

魚

鱗

月

(

入

野

)

若

林

照

子

(

撫

子

原

)

山
口

ど
の
中
華
料
理
六
品
を
つ
く

る。マ
日
時

3
月
9
日

(水
)
午

前
日
時

3
午
後
1
時

マ
会
場
中
央
公
民
館
調
理
室

マ
教
材
資
七
百
円

{
ス
テ
ン
シ
ル
教
室
}
諒
鈍
印

人
カ
ン
ト
リ
ー
調
の
壁
掛
け
を

つ
く
る
。

マ
日
時

3
月
ロ
臼
(
土
)
午

後
1
時
却
分
3
4時

マ
会
場
中
央
公
民
館
小
ホ
1

L
V
 

マ
教
材
費

一
千
八
百
円

2月納期の市税・手数事ε

。 対象税等

・同民健康保険税 (第 9期)

・問 民年金保 険 料 (第llJ@

. r，11:f.'}し尿従砧手数料(第llWJ)

O納期最終日 2月28日(月)

マ
日

程

第

1
、
第
3
土
昭
自

の
午
前
日
時
1
U時

マ
講
師
日
本
画
家

井

出

文

洋
氏

マ
受
講
料

二
万
四
千
円

。
陶
芸

募
集
日
人

マ
日
程

第

1
、
第
3
日
附
臼

の
午
前
日
時
5
U時

マ
講
師
陶
芸
家
丸
田
秀
三

氏マ
受
稿
料

二
万
四
千
円

a，~さと講潰舎を開催えるつとい齢化粧

2月 18日(金)
午後 l時.......4時

ところ 中央公民館
映画「地域にいき づく

シルバー ボランティア」

高齢化社会への対応

小林完吾氏

フリーアナウンサー

・入場無料先治700人

-問い合わせ福祉政策際 (内線 505)

地球温暖化、砂漠化と私たちの食べ物

一一草原の科学の立場から一一

く〉日時 3月 19日(土)

午後 1時30分 -3時30分

駅ピル6階ラスカホール

大久保議宣氏
岐阜大学教授

。会場

。講師

映画 と講演

きと

大久保忠旦氏のプロフィール
市内誠訪問Iにある大久保公f>:.1ゆ
かりの人で、岐引火ヅ:教授。 欧

持の倍以と人と食私Iの研究で倣

桝を飛び1"1り祈附"，。

⑨申し込み希盟される方は、 住所、氏名、屯

話番号を記入のうえ「干254平塚 市見附町151 

市民センターふるさと講演会係」へ、はがきまた

は旬結で申し込みを。包括32-2235

. 5:EJコ先治200人

小林完吾氏のプロフィール
日本テレビアナウンサーとしてニュース務総で
活制。現在はフリーアナウンサーとして、 「追
跡J fNCNニュース」に出演しながらf.1IIf.w活
動を続けている。

講演

講師
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(4) 

評価替えに伴う改正点
会固定資産税
〈ゴ二士也〉

①住宅m地の特例m位が次のように改正された。

・一般住宅JTJ地価栴の 2分の l→ 3分の l

-小規桜f主宅月J!也 (200m'まで)

佃l絡の 4分の l→ 6分の l

②宗l'備のヒ 'd.~I(IJ合の日い官地については、 ，1'1'仰の
1-:1，-1-の程度に応じてf荷物の 4分の 3か ら 2分の l

までとする新たな特例始u.':lが将人(6-8年度)

される。この特例指也は、市街化区域段地につい

ても:i@)刊される。

③宅地について、よりなだらかな税負担となるよ

うな負担;~;tJ~n_~Wlが 6 -8 年度に実施される。こ

れにより、 伐宅用地の場介では 8年度までの各年

度の税負担1:1:¥"1は対百:;20e'，;;: (税行30e'，;;:)以内に抑え
られる。

@.u己の始低により、 6- 8年度の各年度分1制定

資産税は、次のn式により百十~1されることになる。
前年度の
課税燃耳目紘jX負担調査終準X税率=当年j交 の 税館i

平成6年 2月寸 5日

ホt~ト
HOT 
lま会δ

平
成
六
年
度
は
、
岡
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
土
地
、
家
屋
の
評
価
を
見
直
す
評
価
替
え
の

年
。
評
価
替
え
は
三
年
に

一
度
行
わ
れ
る
が、

今
度
の
評
価
替
え
か
ら
、

土
地
(
宅
地
)
の
評
価

は
、
全
国
的
に
地
価
公
示
価
格
の
約
七
割
を
目
標
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
急
激

な
税
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
、
特
例
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
主
な
改
正
点
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
。
詳
し
く
は
資
産
税
課
(
内
線
二
八
八
)
に
お
尋
ね
を
。

固
定
資
産
税

市
町
村
に
資
産
価
値
に
応
じ
て

納
め
る
税
が
固
定
資
産
税
。

平
塚
市
の
場
合
、
市
税
収
入

の
約
三
八
引
を
占
め
て
お
り
、

市
民
税
と
と
も
に
様
々
な
行
政

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を

毎
年
一
月
一
日
現
在
所
有
し
て

い
る
方
が
、
そ
の
資
産
の
あ
る

サ
ー
ビ
ス
を
す
る
た
め
の
重
要

な
財
源
と
な
っ
て
い
る
。

来
年
度
に
土
地

の
評
価
替
え
を

土
地
価
格
に
は
、

公
的
土
地

評
価
と
い
わ
れ
る
も
の
だ
け
で

も
地
価
公
示
価
格
(
国
土
庁
)
、

地
価
調
査
価
格
(
都
道
府
県
)
、

相
続
税
評
価
額
(
国
税
局
)
、

固
定
資
産
税
評
価
額
(
市
町
村
)

が
あ
る
。

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
で

は
、
土
地
(
宅
地
)
の
評
価
に

つ
い
て
全
国
一
律
に
地
価
公
示

価
格
の
約
七
割
を
目
標
に
、
不

動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定
評
価

価
格
を
採
用
し
て
、
評
価
の
均

衡
化
、
適
正
化
を
進
め
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

区分 (※)評価の上昇割合 負担調整皐

3.6倍以下 1.05 

重士用也
3.6f苦を産自え、 4.8倍以下 1.075 
4.8併を趨え、6.75併以下 1.1 
6.75併を超え、 15倍以下 1.15 
15仰をおえる 1.2 

2.4倍以下. 1.05 
2.4併を紹え、 3.2倍以下 1.075 
3.2併を趨え、 4.5ff'i以下 1.1 
4.5併を超え、 10倍以下 1.15 
10{{¥，を超え、 18倍以下 1.2 
18f出を趨える 1.25 

日

後

ね

に

お

お

座

よ

・.-
価

税

ス

と

な

家

に

F

』
ム
'
』

評

な

一

る

。
や

パ

る

-
J、
え
U

の

的

ケ

す

る

合

む

わ

l
υ
.
何

度

体

ル

算

な

割

以

変

子

-a年

日
〈
デ

試

に

非

Z

は

ヲ
ペ

6
う

モ

て

う

上

広

間削

菖
丹

成

伴

、

い

よ

の

年

税

何日明

平

に

は

づ

の

価

築

L

白

え

担

基

表

評

建

り

仔
年

3

ア

限

定

2

1

な
、
て
分

一
ー
に

鉱

皮

方

価
6
り

・

る

岡

の

の

と

が

い
3

後

年

肢

に

年

価

持

、

よ

宅

わ

、

分

分

郡

る

つ

で

築

5

氷

耐

6

線

の

が

に

住

か

か

3

3

徽

あ

に

正

新

成

た

却

成

路

で

た

ど

の

。

か

ほ

の

の

税

が
税

改

、

平

れ
一
日

平
ら

ま
い

な

造

る

に

る

格

格

課

訟

函

の

合

、

さ

、

、

か

れ

て

縮

木

れ

地

れ

。

価

価

、

指

針

回

。

場

が

築

吋

は

式

こ

れ

短

非

ら

用

さ

る

↓

↓

は

例
市

今

る

ず

る

新

加

て
方

、

か

の

、

げ

宅

入

れ
し

引

し

税

特
都

、

れ

た

れ

に

叩

い

似

は

凶

数

り

下

位

採

さ

な

が

な

産

る

た

が

さ

湖

さ

で

が

っ

奴

um
え

年

よ

さ

、

に

用

む

s

恒

例

H

す

ま

た

入

〉

を

鰍

ま

制

引

に

況

家

樹

用

に

引

も

た

適

措
伽
始
点

定
と

。
つ
導

額
件
減

臼

面

}

状

合

る

に

耐

縮

伝

て

新

が
例
却
例
正

困
1
る
か
が
減

裂
が

1
床

〉

域

が

訓

い

格

、

短

m

い
が
m
U
特
(
特
改
〉
の
の
な
な
位
る

の
税

月

象

価

区
法

科

て

価

は

数
が

つ
也

給

地

な

地

地

分

と

は

絡

す

定

-m
l
対

評

化

方

と

れ

の

で

。

年

率

に

指

の

地
用

主

農
政

2

1
恒
例
対

一
資
年
額

地
街
価

の

さ

皮

え

る

用

価

税
税
例
線
用
宅

の
域

域
の
の
柏
町
特

に
は
定

7
減

土
市
評
。

価

税

年

轡

れ

耐

滅

菌
一幽
特
同
宅
住
か
区
区
絡
分
例
る
宅
宅
問
ら
、
。
の
{
の
る

評

〉

諜

前

価
4
C

の
の
計
計
の
と
住
棋

ほ
化

化
価

3
特
す

住
住
の

か
は
る
区

区
地

わ

)

屋
に
は

訴
額

出
ト
市

市
準

税

般

規

の

街

街
き

が
の
と
築
築
問
日
て
れ

地
地

土
変

※

家

既
で
の

滅
家
一
都
都
標
建

一
小

そ

市

市

べ

れ

と

2
新
新
期

2

い
さ

旭
旭
ら
に

(
〈
①
え
度
以
②
パ
A
M

税
資
・
・

会

く

る

こ

は

の

〈

定

月

つ

大

〈

か

式

乙
の
評
価
替
え
に
よ
り
、
平

塚
市
の
宅
地
の
平
均
上
昇
は
、

約
四

・
二
倍
と
予
想
さ
れ
る
。

負
担
は
急
に

は
憎
唱
え
な
い

今
回
の
評
価
替
え
は
、
基
本

的
に
評
価
の
均
衡
化
、
適
正
化

を
函
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
評
価
の
上
昇

に
伴
っ
て
納
税
者
の
税
負
担
に

つ
い
て
は
、
急
激
な
変
化
が
生

じ
な
い
よ
う
、
課
税
標
準
の
特

例
掛
置
と
負
担
調
盤
情
留
が
と

ら
れ
、
よ
り
な
だ
ら
か
な
税
負

担
と
な
っ
て
い
る
。

台
帳
の
縦
覧
開

始
は

4
月
1
日

平
成
六
年
度
は
、
固
定
資
産

税
評
価
替
え
の
年
と
な
る
た

め
、
課
税
台
帳
の
縦
覧
期
間
が

一
か
月
遅
れ
て
、
四
月

一
日

(
金
)
か
ら
二
十
日
(
水
)
ま

で
と
な
る
。
ご
注
意
を。

6年度評{茄修i
原則として 3年 度 評 価 額

【モデルケース】

c>土地 (住宅の敷地200m')

• 3年度の評価額 700万 円 (1 m'当 た り35，000円)

・6年度の野価額 3.000万円 ( JI 150.000円)

※評価の上H-VlIJ合は約 4 倍であるが、税負担は下茨のとおり、:'~..には

納えない。

c>家屋(専用住宅・昭和54年建築、木造 2階、 103.3m')

・3年度の評価額 460万円

• 6年度の評価額 446万2.000円 (3t'，;;:下がる}

平成 6""8年度の税相当額

区分 5年度 6年度 7~・度 8~手広E

ニ地t 
固定資産税 24.500円 26.337円 28.312円 30.436円
都市計闘税 14.000r可 14.700円 15.435円 16.206円

家 同定資産税 64.400Pヨ 62.468円 62.468円 62.468円
昆 都市計画税 9.200円 8.924円 8.924円 8.924円

合計 112.100円 112.429円 115.139円 118.034円

家族みんなで
遊んだ道

私
の
住
ん
で
い
る
地
区
は

南
公
民
館
、
山
城
子
ど
も

の
家
、
西
図
曹
館
と
新
し
い

施
設
が
多
く
、
毎
日
散
歩
す

る
コ

1
ス
に
入
っ
て
い
ま
す

が
、
特
に
気
に
留
め
て
い
る
の

は
、
若
宮
ハ
イ
ツ

一
号
棟
か
ら

三
号
棟
北
側
の
道
路
に
沿
っ

て
植
え
ら
れ
て
い
る
山
桃
の

木
で
す
。

普
通
は
山
桃
の
雄
の
木
を

植
え
る
の
だ
そ
う
で
す
が
、

雌
の
木
が

一
、
二
本
混
ざ
っ

て
植
え
ら
れ
た
よ
う
で
、
昨

年
は
梅
雨
明
け
の
強
い
日
吉

し
に
、
か
わ
い
ら
し
い
紅
い

実
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

こ
と
を
通
る
と
、
初
め
て

の
子
供
を
出
産
し
た
と
き
、

主
人
が
病
院
に
届
貯
て
く
れ

た
ふ
る
さ
と
の
あ
の
甘
酸
つ

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

市内で生産されている施設 の花き

を展示即売し、市民のみなぎんに

生産者の実態と技術を理解 し てい

7こ7ごく

平塚生産の花の良 さ

を知ってもらう

(パラ、カーネーショ

ン、スイトピ一、フ

リージア、金魚主主、

洋ラン、鉢花符)

花に閲すること

2月17日(木)""22日(火)

市民プラザ

春の花き展

内容

・展示、販売

と き

ところ

防災意識を高めよう

神奈川県西部地震と平塚市

日時 3月6日(日) !?、

午前10時'""'12時 皆、
入場無料(先着700人) G"v.~" 手

中央公民館 仁、L 、

防災講演会

大木靖衛氏

新潟大学教授

場

師

A
4
2
 

講

広主産fi!l.!'，ιfぬ指導係(内総543)-問い合わせE炎-相1993年の釧路沖地震の被害防災;深(内線357)-問い合 わせ



こ

の

た

め

、

求

め

た

評

価

額

り

、

税

額

が

二
分
の
一
に
減
額

が

前

年

度

の

価

格

を

下

回

る

場

さ

れ

ま

す

。

従

っ

て

、

あ

な

た

合

は

評

価

額

は

下

が

り

ま

す

の

場

合

は

平

成

二
1
四
年
度
分

が

、

反

対

に

上

回

る

場

合

は

前

に

つ

い

て

は

減

額

さ

れ

て

い

た

Q

私

(

売

り

主

)

は

平

成

五

年

度

の

価

格

に

据

え

置

か

れ

ま

訳

で

す

。

年
十

一
月
に
売
買
契
約
し
、
六

Q

家
屋
の
固
定
資
産
税
の
額
す
。
つ
ま
り

、

建

築

訟

の

上

昇

な

お

、

六

年

度

課

税

分

か

ら

年
二
月
に
買
い
主
へ
所
有
権
移
が
下
が
ら
な
い
の
は
ど
う
し
て
が
経
過
年
数
に
よ
る
減
価
を
上

Q

私
は
平
成
元
年
九
月
に
住
減
額
措
置
の
適
用
が
な
く
な
る

転
登
記
を
済
ま
せ
ま
し
た
。
六
で
す
か
。
回
っ
て
い
る
場
合
は
価
格
は
据
宅
を
新
築
し
ま
し
た
が
、
五
年
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

年
度
の
固
定
資
産
税
は
、
だ
れ

A

家
屋
の
評
価
額
は
三
年
ご
え
置
か
れ
、
固
定
資
産
税
は
下
度
分
か
ら
税
額
が
急
に
高
く
な
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

が
納
め
る
の
で
す
か
。
と
の
基
準
年
度
に
、
評
価
の
対
が
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う

0

・
減
額
期
間
3
年

一平
成
2
年

A

六
年
度
は
あ
な
た

(
売
り
象
と
な
っ
た
家
屋
と
同
様
の
家
た
だ
し
、
来
年
度
は
二
十
年

A

新
築
住
宅
に
対
し
て
は
、

1
月
2
日
か
ら
3
年
1
月
1
日

主
)
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
毎
年
屋
を
新
築
す
る
も
の
と
し
た
場
振
り
に
耐
周
年
数
短
縮
等
の
改

三
年
間
の
固
定
資
産
税
の
減
額
ま
で
に
新
築
し
た

一
般
住
宅

一
月
一

日
現
在
の
登
記
簿
に
所
合
に
必
要
と
さ
れ
る
再
建
築
価
正
が
行
わ
れ
、
改
正
の
時
期
に
制
度
が
あ
り
ま
す
。

一
定
の
要

・
減
額
期
間
5
年
昭
和
臼
年

有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
格
を
求
め
、
と
の
再
建
築
価
格
よ
っ
て
効
果
の
あ
る
家
屋
と
効
件
に
あ
た
る
と
き
は
、
新
た
に

1
日
2
日
か
ら
臼
年
1
月
1
日

方
に
対
し
、
そ
の
年
度
分
の
固
か
ら
経
過
年
数
に
応
じ
た
補
正
果
の
な
い
家
庭
が
出
な
い
よ
う
固
定
資
産
税
が
か
か
る
こ
と
に
ま
で
に
新
築
し
た
3
階
建
て
以

定
資
産
税
を
か
け
る
こ
と
に
な
率
に
よ
っ
て
何
併
出
し
ま
す
。
家
屋
全
体
の
評
価
の
均
衡
、
公
な
っ
た
年
度
か
ら
三
年
度
に
限
上
の
中
高
田
耐
火
住
宅

第 52寸号

年
の
途
中
で
売

買
を
し
た
と
き

固定資産税

平成6年 2月 15日(5) 

当
日
は
た
く
さ
ん
の
子
供
が
受
け
付
け
を

走る前は入念に準備体操を

っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

平
と
い
う
趣
旨
か
ら
少
な
く
と

も
3
M引
下
が
っ
て
い
ま
す。

固
定
資
産
税
額

、
か
下
が
ら
な
い

固
定
資
産
税
、
が

高
く
な
っ
た
、が

快
晴
の
冬
空
の
も
と
、
恒
例

の
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

総
合
公
園
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
約
四
百
人
の
選
手

た
ち
は
、
自
分
の
記
録
を
更
新

す
る
た
め
、

一
生
懸
命
に
走
っ

て
い
ま
し
た
。

.. 

4・・4・4・・4・・.・..・・4・.・4・・・・・・4・・.・4・4・・4・.・・・4・・・・4・・.・・.・・.・.・・4・・4・・・・・..~・.・・・・4・・・4・
:~ゑう~..... 〓 ~・~ ~圃・... .;:;完恥 : ・期間 3月 4日 (金) ~ 8 日 (火)

~\t遡 --..... .・，， ~‘ /ー，~司、 (鰯~<Th ~ 【脊陶会作品展(陶芸)】、 【遊照会湘南
~ ....碕置..."ン '百~ ..... 園-. 寸~ .. 凶 -~当- 支部展(陶芸) 】
f¥f ~/勢、 ι主シ泊-~~・、 j ・期間 3 月 9 日 (水) ~問
、‘、 /.JI~可、 、ι..;~ ....._..一司F ・・c・. : 【神奈}II写真サロン (写真 ) 】

、， 弱敵 --可ミ;;t 銘お 司・， 1 . 期間 3月間附 ~20日
ーー ，ー ) j食企画展・本荘起回顧展:・4・・・4・・・・.・..・・・・・4・4・・4・・・・・.・4・・.・・・4惨-観覧券当日 9時から 1階 カウンタ って遊んでみよう。

ー で発売。 1λ100円 ・ 【中央図昏館こども隻】

-団体利用 20人以上の団体は団体専 : ・開催日 毎月第 1、第 2、 第 3、第

用日に利 用できる。 (予約制) : 4木 曜 日15時~

台開館時間 9 時~16時50分 : 【北図密館】包話53-1232

会休館日 毎週月曜日、月末 ・開催日毎月第 2、 第4水 曜 日15時

会博 物 館

〒 254浅 間町12-41 電話33-5111 会開館時間

火~ 日曜日 9 時~16時50分

I1図・・E三週・E言書 ~ (金曜日のみ 中央館の貸出室と参考 j
一ー ・ 室は 9 時~18時50分)

会休 館 日 毎週月曜日、月末、 3月15
-.:.ビデオ映画会 ・

日 (中央園田館館内消議)

。 2月 20日 (日) 10時、 14時、中央館 .命中央図書館

「グリ ム名作 ・赤ずきん金のガチ ョ 干 254浅 間 町12-41 電 話 31-0415
ウJ 45分 、 : i守初心者のための速記講座

。 2月27日 (日) 10時、 14時、中央館 :・E5・・・・・配 1ft冨・・・・":i三a
「イソップ物語・カナリヤとコウモリ、 j ・_~ u竺一一一ー一一竺竺竺ーー
年寄りラ イオンとキツネほかJ 46 : 

i会市民アートギャラリ-O南十字星を追って . 分

平塚で見ることのできない南十字星 : @ 3月 6日(日) 10時、 14時、中央館 ; 【なかよし作品展 (絵画、 工 作品川

は、どこまで行けば見ることができる 「クマのお医者さんJ 23分、「カパの : ・期間 2月 17日(木) ~22日(火)
の だろうか。南十字 星を追ってみる。 : ポ トマスJ 27分 : 【藤村弘子個 展 ( 告 、 絵 画 、 版 画、彫

( 1 月 16 日~ 3 月 6 日) @ 3月 13日(日) 10時、 14時、中央館 :刻)】

。 ダイナミックな太陽活動 : rグリム名作 ・悪魔と大鹿玉、踊りぬ ; ・期間 2 月 23 日(水) ~ 3月 1日(火)

最近明らかにされてきた太陽の活動 : いてボロボロになる靴J 45分 j 【陶芸 サ ークル展{陶芸 〉】

について、観測の仕方を取りよげなが ・期間 2 月 24 日(木) ~ 3 月 1 日(火)
'0. fo.J. . 食こどもおはなし会

ら紹介する。(3 月 1 2 日 ~ 5 月 8 日) : -_，-- ，-，，，，..， ，~.c;;r-，-，~ 【'94造形絵画作品展(絵画、 立 体造 形、

・投影時間 11時、 14時 (45分間) : 紙 芝 居 や絵本、簡単な工 作などを作 工 芸 )】

・...・.・・・4・・・4・・・・・・・・・・・4・4・.~・・・・・・・・4・.・・・...~・.・4・.・・..・・・・.・4・.・.・4・・.・4砂・4砂.

石畳もなんなく走り舘ける

画面に自らの人間存在としての表現

を求め続けた本荘組の芸術の世界の回

顧展。初期作品から絶筆までの洋画、

日本画、紫描など約80点を展示。

・期限 3月31日(日)まで

・観覧料 一般 300円、大 ・高校生200

円、中 ・小 学 生100円

会開館時間 9 時30分~16時50分

会休館日 毎週月曜日

会美術館

干254gg/¥r肩書1-3-3 

(火)

(日)

会土曜観察会

吉 沢の雑木林を歩いてみる。参加自

由

・期日 2月 19日(土)、雨天中止

・集合 松 岩寺パス停14時 30分

・持 ってくる物 筆記用具、 B5版の

紙はさみ、虫めがね、 双眼鏡

食漂着物を拾う会

海 岸 に打ち上 げられた小動物、植物、

人工物を集めて調べてみる。 参加 自 由

・日 時 3月 12日{土) 9 時30分~15

時、雨天中止

・集合 花水川河口

侭サ) m言舌35-2111

t--ーヨJ":~遭

(花水川橋の平塚

会寄贈品コーナー

【民俗部門】

・期間 2月 1日

【漂泊物展】

-期間 3月 1日

沼話32ー7029

-日程 4 月 5 日~6 月 28臼の毎週火

曜日、金12回

・時間 19時~21時

・会場 背少年会館会合室 A

・定員 中学生以上30人〈先制限〉

・参加料 4000円(教材質を含む)

公開館時間

火~土曜日 9 時~2 1時30分

(日曜日のみ 9 時~17時)

会休館日 毎週月曜日、 2月 11日

会青少年会館

干 254浅 間町12-41

(臼)

(7.k) 

(火) ~27 日

(火) ~30 日

食プラネタリウム
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